
Date & Time: 2024-05-04 17:55 JST

Printed: 04 May 20:02

Event: 2024年度 関東学生ヨット春季選手権大会女子レース／2024 Kanto Intercollegiate Sailing Spring Championship Women's Series Race Number: 7
Hearing Schedule: 2024-05-04 17:40

PARTIES AND WITNESSES
Request No.: 02: 470 - 4693 - 4693 - Ao Washio

470 - JPN 19 - 4845 - 愛海 松井

VALIDITY

Objection to Jury: No

Within Time Limit: Within Time Limit

Incident Identified: Yes

Proper Hail: Protest hailed

Red Flag Displayed: Not required

Decision: Request Valid

PROCEDURAL MATTERS審問に先立ちアービトレーションを行った。
艇4693代表者：鷲尾青 （慶応大学）
艇4845代表者： 松井愛海 （明海大学）
オブザーバー：長岡叶子（明海大学）

FACTS FOUND
470級第７レースの３レグにおいて、艇4845と艇4693はマーク２からマーク3に向かって帆走していた。
風速は6ノット、波は0.3ｍであった。
マーク３の10艇身前で、艇4693はＳタックでＰタックで帆走する艇4845のスターンを通過した。
マーク３の5艇身前で、艇4845はＳタックにジャイブし両艇はSタックとなり、艇4845は艇4693の風下側にオーバーラッ
プしながらマーク３に向かった。
艇4845が マーク3のゾーンに到達した時、艇4845は艇4693の内側にオーバーラップしていた。
艇4845はマーク3の１艇身前でPタックにジャイブしマーク３を回航した。
艇4693は艇4845に続いてPタックにジャイブを行いマーク３を回航した。
両艇に接触は無かった。
いずれの艇もペナルティを履行していない。
Diagram: Diagram not endorsed

CONCLUSIONS AND RULES THAT APPLY
Rules: 18.2(ｂ)艇4845が最初にゾーンに到達したとき、外側にオーバーラップしていた艇4693は、規則18.2ｂが求めるとおりに艇4845
にマークルームを与えた。
両艇に規則違反は無かった。

DECISION抗議を却下する。

PROTEST COMMITTEE
Committee Type Protest Committee
Chaired By: Masaaki Tanaka (JPN)
Committee Members: Hideaki Saito (JPN), Shigeru Yanauchi (JPN)

DECISION
Protest

Request No.: 02
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